


組織のプロフィールトップメッセージ

Ｔ＆Ｄ保険グループは、太陽生命、大同生命、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命の
生命保険会社３社を中心に、生命保険事業を中核とする企業グループで
す。2004年4月に生命保険会社3社が保険持株会社であるT&Dホール
ディングスのもとに集結して以来、変化する社会の課題に向き合い、社会
が必要とする保険商品・サービスの提供を通じて人と社会に貢献し、グ
ループの持続的成長を実現してまいりました。

人と社会に貢献する企業グループとして
相互扶助の理念を基礎とする生命保険事業を中核とする当社グループにとって、「人と社会に貢献すること」は最も基本的な理念
です。社会的課題に事業を通じて向き合い、持続可能な社会の発展に貢献していくことは、生命保険事業の長い歴史を持つグ
ループ各社のＤＮＡの中に受け継がれてきた基本的な使命と考えています。「Try & Discover（挑戦と発見）による価値の創造を
通じて、人と社会に貢献するグループを目指します。」というグループ経営理念のもと、グループの強みを活かして「社会にとっ
ての価値」と「企業にとっての価値」の両方の創造を通じて、人と社会に貢献する企業グループを目指してまいります。

社会とともに成長する企業グループとして
私たちは、2016年4月を始期とする中期経営計画を「今後10年を見据えたファーストステージとして“成長領域を拡大する３年”」
と位置づけました。この中期経営計画において、「生命保険事業を通じて社会的課題の解決に貢献することにより“すべてのス
テークホルダーの満足度”の増大を追求していく」ことを私たちの目指す姿として示し、その実現に取り組んでいます。

一人ひとりが活躍する企業グループとして
「人と社会に貢献する」というグループ経営理念を実現するのは、グループ役職員一人ひとりの力です。経営の意思決定から日常

の業務活動まで、「社会と価値を共有する」という理念を浸透させていくことが重要だと考えています。当社グループでは、T&D
ホールディングス社長を委員長としグループ各社のCSR担当役員・部長をメンバーとする「グループCSR委員会」を設置していま
す。同委員会を通じて、「社会と価値を共有する」という理念を浸透させていくとともに、各社の取組み内容を連携して、グループ
各社及びグループ役職員一人ひとりの「Try & Discover」を支援しています。

世界とともに進む企業グループとして
国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現に向けて、企業に期待される役割は大きなものがあります。当社グルー
プは、持続可能な成長を実現するための国連と企業の協力の枠組みである「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」の理念に賛同
し、支持を表明する書簡に署名しています。また、機関投資家である太陽生命、大同生命、T&Dアセットマネジメントは、国連が
提唱する、機関投資家が社会的責任を全うする際の原則である「責任投資原則（PRI）」にも署名しています。

私たちは、グループ役職員一丸となって“Try & Discover（挑戦と発見）”のたゆまぬ実践を通じ、社会と価値を共有し、持続的に
成長する生命保険グループを目指してまいります。
ステークホルダーのみなさまには、今後とも一層のご支援とご理解をたまわりますようお願い申しあげます。

人と社会に貢献する
企業グループを目指して

株式会社T&Dホールディングス
代表取締役社長

上原 弘久



経常収益

19,283
億円

経常利益

1,564
億円

純利益※

775
億円

従業員数

19,757
人

※親会社株主に帰属する当期純利益

2018年6月末時点

収益・利益は2017年度、従業員数は2018年3月末時点

顧客ニーズに合った
死亡保障、医療・介護などの

保障性商品

競争力のある運用商品・
サービスをタイムリーに提供

ペットの病気やケガに対する
医療費用を補償する商品

企業のリスクマネジメント
のための商品

（死亡・就業不能保障）

子会社、関係会社19社で構成する
T&D保険グループの要となる持株会社です

ゆとりあるセカンドライフや
家計の節約をサポートする商品
（資産形成型商品・保障性商品）

家庭マーケット 中小企業マーケット

資産運用マーケット ペット保険マーケット

乗合代理店マーケット
（金融機関・来店型ショップ）

上記以外の主なグループ会社

保険関連事業
● T&Dコンファーム株式会社
● 東陽保険代行株式会社
● 株式会社大同マネジメントサービス

資産運用関連事業
● T&Dリース株式会社
● 太陽信用保証株式会社
● エー・アイ・キャピタル株式会社

総務・事務代行等関連事業
● T&Dカスタマーサービス株式会社
● T&D情報システム株式会社
● 日本システム収納株式会社
● 株式会社全国ビジネスセンター
● Thuriya Ace Technology Company Limited

●グループストラクチャー

T&D保険グループの事業概要
T&D保険グループは、持株会社であるT&Dホールディングスのもと、3つの生命保険会社（太陽生命、大同生命、T&Dフィナンシャ
ル生命）を中心とする企業グループです。家庭マーケットに強みを持つ太陽生命、中小企業マーケットに強みを持つ大同生命、乗合代
理店（金融機関・来店型ショップ）マーケットに強みを持つT&Dフィナンシャル生命が、それぞれのビジネスモデルにおける強み・独自
性を最大限発揮し、みなさまの暮らしとビジネスをサポートしています。

組織のプロフィール
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私たちは、社会的課題への取組みを通じ、
価値を創造し、人と社会に貢献します。

持続可能 な社会新たな
価値の創造

幅広いステークホルダーにとって重要な分野、私たちの企業理念と
成長にとって重要な分野から、3つの分野を重点分野として選定し活
動に取り組んでいます。
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重点分野1
より良い商品・
サービスの提供

P.4

重点分野2
人権の尊重

P.6

重点分野3
地球環境の保護

P.8

私たちのＣＳＲ

T&D保険グループ ♦ CSR REPORT 2018 ダイジェスト編2



持続可能 な社会

Ｔ＆Ｄ保険グループとステークホルダーのみなさま

ステークホルダーのみなさまとの積極的な対話を、T&D保険グループCSR憲章に
謳っています。
生命保険会社3社では、お客さま、代理店などのステークホルダーのみなさまとの
あらゆる接点でいただいた声を経営に活かしています。

《主なステークホルダーとの対話》

■ 株主総会、決算説明会、証券アナリストとの意見交換、株主通信の発行など

■ �お客さまの声、お客さまアンケート、ふれあい倶楽部、事業報告懇談会、サービス品
質向上委員会、サービス監理委員会など

■ �従業員意識調査、労働組合との意見交換協議、働き方ミーティング、内部通報制度
など

■ �国連グローバル・コンパクト、21世紀金融行動原則、日本UNEP協会参加、公益財
団法人日本ダウン症協会への支援、公益社団法人日本フィランソロピー協会への協
力、太陽生命の森

も り

林の活動など
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より良い商品・サービスの提供
重点分野1

基本的な考え方
少子高齢化の進展により、さまざまに変化する社会とお客さまのニーズにお応えする商品・サービスの提供は、当社グループ
が果たすべき最も基本的な社会的責任と考えています。

時代の変化を先取りした商品開発
太陽生命は、本格的な超高齢社会の到来に向け「100歳時代年金」を発売
しました。
また、シニアのお客さまが安心、便利に給付のお手続きができるよう、専
門知識のある内務職員が直接お客さまやご家族のもとを訪問し、お手続
きのサポートを行う「かけつけ隊サービス」を提供しています。「かけつけ
隊サービス」では、給付金請求書類のペーパーレス化を実現しており、ご
利用件数は、2018年3月末時点で4万5千件を超えています。

「太陽の元気プロジェクト」における取組み
太陽生命は「人生100歳時代」を見据え、「健康寿命の延伸」という社会的課題に応えるため、2016年6月
より「太陽の元気プロジェクト」を展開しています。
具体的な取組みとして、認知症の予防をサポートするスマートフォンアプリのお客さまへの提供、従業員
がよりお客さまお一人おひとりのご事情に配慮した応対ができるよう「ユニバーサルマナー」の習得等に
取り組みました。
これらの取組みは外部評価機関からも評価されており、2017年度に公益財団
法人消費者関連専門家会議（ACAP）が主催する「第3回ACAP消費者志向活動
表彰」において「消費者志向活動章」を受賞するなど、数々の賞を受賞しました。

健康経営®※の普及に向けた取組み 
─ＤＡＩＤＯ ＫＥＮＣＯアクション─
大同生命は、中小企業とそこに働く人々が活き活きと活躍できる社会づくりへの
貢献と、わが国の高齢化社会が抱える課題解決への貢献を目指し、
中小企業による「健康経営®｣の実践を支援しています。
この一環として、セミナーを通じた中小企業経営者に対する「健康
経営®」理念の啓発や、「健康経営®」を実践するためのツール（ＫＥ
ＮＣＯ ＳＵＰＰＯＲＴ ＰＲＯＧＲＡＭ）の提供に取り組んでいます。
※｢健康経営®」は特定非営利活動法人 健康経営研究会の登録商標です。

介護にかかる負担をトータルサポート
大同生命では、高齢化の進行等に伴う介護保障ニーズの高まりにお応えするため、経営者・
個人事業主の方が要介護状態になった場合の収入減少に備える「収入リリーフ」及び介護費
用の負担に備える「介護リリーフ」を販売しています。
あわせて、ケアマネジャーなど介護の専門職が、介護全般についてのご相談受付や介護施
設の紹介等、介護を総合的にサポートするサービス「介護コンシェル」をご提供しています。
また、2017年4月より認知症の方の介護から、認知症の予防まで幅広いご要望にお応えで
きるサービス「認知症プラス」をご提供しています。

太陽生命の
取組み

大同生命の
取組み

介護の経済学知っておこう！

知っているようで知らない
介護にかかるお金って？

これからの
高齢化社会をともに
生きていくために。

詳しくは 裏面へ

大同生命 介護コンシェル
ご 加 入 特 典

当商品にご加入いただいたお客さまは介護に
関するさまざまな不安やお悩みの解決をサポート
する無料サービスをご利用いただけます。

無配当終身介護保障保険

１年前に脳梗塞で倒れて、
右半身の麻痺と軽度の言
語障がいが残り、要介護３
と認定されました。現在は
在宅サービスを利用しな
がら、妻に支えられて生活
しています。

Aさんの場合

在宅で介護する場合

毎月
かかる
費用

一時費用
（初期費用）

訪問介護・デイケアなどの
サービス利用金額（2割負担）※2 44,400円

7,760円

7,500円

40,000円

支給限度額超過分（要介護3）（全額負担）

食費・滞在費など※3

ポータブルトイレ購入費・
住宅改修費（2割負担） 40,000円

一時費用

7,159,200円
10年間で

59,660円
毎月の合計額

約720万円
※110年間で・・・

出典：（公財）生命保険文化センター「介護保障ガイド（2017年11月改訂）」に基づき大同生命独自に作成。

白内障と関節リウマチの
既往症があり、視力や歩
行に不自由がありまし
た。要介護４に認定され、
「介護付き有料老人ホー
ム」に入居することになり
ました。

Bさんの場合

施設で介護する場合

毎月
かかる
費用

一時費用
（初期費用）

特定施設入居者生活介護
サービス費など（2割負担）※4 43,960円

183,800円

1,862,000円

食費・居室費など
（公的介護保険制度対象外）

入居一時金・保証金・光熱費など
（公的介護保険制度対象外） 1,862,000円

一時費用

27,331,200円
10年間で

227,760円
毎月の合計額

約2,920万円
※110年間で・・・

出典：（公財）生命保険文化センター「介護保障ガイド（2017年11月改訂）」に基づき大同生命独自に作成。

約5,000万円10年間で・・・

高級施設入居の場合・・・

出典：介護サービス事業者の運営する高級施設の費用を参考に、大同生命独自に作成。 約2,600万円
一時費用

約2,400万円
10年間で

約20万円
毎月かかる費用

◎介護期間が１０年間継続した前提での目安の金額です。すべてのお客さまに一律に当てはまるものではありません。
※１ 「一定以上の所得があり、公的介護保険制度の自己負担割合が２割」かつ「同一世帯内に６５歳以上で課税所得１４５万円以上の方がいる世帯」の場合です。
※２ 高額介護サービス費制度を利用した場合の金額です。
※３ ショートステイの滞在費・食費は公的介護保険制度の対象外です。
※４ 高額介護サービス費制度は利用できません。

多額な費用がかかる介護のリスクにそなえるために…

ご検討・ご契約の際に必ず確認いただく資料 保険種類を選択いただく際の参考資料
●設計書［契約概要］

保険商品の具体的な内容を理解いただくために必要な情報を記載しています。
●大同生命の保険種類のご案内

大同生命が販売している保険商品の特徴やしくみなどを記載しています。
この保険は「大同生命の保険種類のご案内」に記載している介護保険です。

「大同生命の保険種類のご案内」は大同生命の職員・募集代理店またはもよ
りの店舗にご請求ください。

●生命保険の契約にあたっての手引
「契約にあたってのポイント」「商品の選び方」「保障内容の見直し方法
と留意点」などを、（公財）生命保険文化センターが公正・中立な立場か
ら解説しています。

「生命保険の契約にあたっての手引」は、同センターのホームページ
（http://www.jili.or.jp/）から、ご覧いただけます。

●注意喚起情報
契約申込の際に、特に注意いただきたい事項を記載しています。

（保険金・給付金が支払われない場合などの、お客さまに不利益となる
事項も含まれています）

●ご契約のしおり
商品のしくみ・内容、諸手続などの重要な事項を記載しています。

［記載事項の例］
クーリング・オフ（契約申込の撤回など）／健康状態・職業などの告知
義務／契約の解約と解約払戻金

●約款 保険契約の内容（とりきめ）を記載しています。
◎介護リリーフは法人でのお取扱いはできません。
◎団体月払保険料：契約者が所定の加入資格を満たした場合、団体料率が適用され保険料が割安となります。ただし、加入資格を喪失された場合、契約は継続

いただけますが、保険料が引き上げられることがあります。
◎生命保険募集人について

大同生命の担当者（生命保険募集人）は、お客さまと大同生命の保険契約締結の媒介を行う者で、保険契約締結の代理権はありません。
したがって、保険契約は、お客さまからの申込みに対して大同生命が承諾したときに有効に成立します。

◎この商品は、15歳～80歳の方にご加入いただけます。（保険料払込期間などにより異なります。）
◎この資料は、平成30年4月現在の商品内容・税制に基づいて記載しており、将来変更となることがあります。
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。

被保険者が受取人である保険金・給付金などについて、受取人が請求できない所定の特別な事情がある場合、指定代理請求人が受取人の代理人として、
保険金・給付金などを請求することができます。なお、指定代理請求人は契約者が被保険者の同意を得て、契約の申込時などにあらかじめ指定します。
指定代理請求人を指定された場合には、指定代理請求特約の概要や代理請求できるケースなどを、契約者から指定代理請求人にお伝えください。
※指定代理請求特約の概要や代理請求できるケースなどは、「設計書［契約概要］」「ご契約のしおり」「約款」をご覧ください。

指定代理請求制度のご案内

ご加入特典 大同生命 介護コンシェル
「突然介護が必要になった」「将来の介護にそなえたい」こんな場合どうすればいいのか？
「介護」や「認知症」に関するあらゆる不安やお悩みの解決を、介護のプロがワンストップでサポートします！

サービスの
内容

サービスの
ご利用対象者

ご利用方法 専用窓口にお電話ください。0120-901-369 [平日]9：00～18：00／[土曜]10：00～16：00

収入リリーフ・介護リリーフにご加入の契約者さま・被保険者さまとそのご家族
◎ご家族の範囲は二親等以内（①配偶者、②祖父母・父母、③兄弟姉妹とその配偶者、④子・孫とその配偶者、⑤配偶者の②③）です。

※日祝日・年末年始を除く ※契約者さま・被保険者さまのお名前・生年月日、契約者さま・被保険者さまとのご関係を確認させていただきます。

◎収入リリーフ・介護リリーフ以外の商品のご加入者も上記の一部のサービスをご利用いただけます（ベーシックコース）。
　詳細は専用パンフレットをご覧ください。
◎各商品の正式名称は、収入リリーフ：無配当介護収入保障保険（無解約払戻金型）、介護リリーフ：無配当終身介護保障保険です。
＜ご利用にあたっての留意事項＞
・「大同生命 介護コンシェル」は、大同生命との提携により株式会社インターネットインフィニティーが提供するサービスです。
 ご利用に関して生じた損害について大同生命は責任を負いません。
・本サービスは、予告なく変更・終了する場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、大同生命が提供する保険商品の一部を構成するものではありません。

プレミアムコース 収入リリーフ・介護リリーフのご加入者限定コース

無料

認知症
Plus+■ケアマネジャーの紹介

介護生活を総合的にコーディネートする介護の専門職
ケアマネジャーを紹介します。

■認知症対応サービスの提供
認知症の方の介護に対応したヘルパーや、24時間のケアが可能な看護師の
派遣などのサービスを優待価格で提供します。

※上記サービスのほか、「介護についての全般的な相談受付」「介護施設の紹介・見学手配」「認知症予防ツール（予防エクササイズの
動画・脳トレ問題など）」といったサービスをご利用いただけます。

介護情報Webサイト わかる介護Biz 認知症情報Webサイト認知症
Plus+

平成30年4月改訂

平成30年4月改訂
T&D保険グループはグループ名称であり、保険会社の名
称ではありません。本保険契約の締結については、大同生
命が引受保険会社となります。 A-29-1441（平成30年2月8日） 帳票番号70510（30.3-100） DNP

引受保険会社

本社 （大阪）〒５５０-０００２ 大阪市西区江戸堀１丁目２番１号
 （東京）〒103-6031 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 　　　https://www.daido-life.co.jp/

大同生命コールセンター
0120-789-501（通話料無料）

お問い合わせ先

2
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ご検討・ご契約の際に必ず確認いただく資料 保険種類を選択いただく際の参考資料
●設計書［契約概要］

保険商品の具体的な内容を理解いただくために必要な情報を記載しています。
●大同生命の保険種類のご案内

大同生命が販売している保険商品の特徴やしくみなどを記載しています。
この保険は「大同生命の保険種類のご案内」に記載している定期保険です。

「大同生命の保険種類のご案内」は大同生命の職員・募集代理店またはもよ
りの店舗にご請求ください。

●生命保険の契約にあたっての手引
「契約にあたってのポイント」「商品の選び方」「保障内容の見直し方法
と留意点」などを、（公財）生命保険文化センターが公正・中立な立場か
ら解説しています。

「生命保険の契約にあたっての手引」は、同センターのホームページ
（http://www.jili.or.jp/）から、ご覧いただけます。

●注意喚起情報
契約申込の際に、特に注意いただきたい事項を記載しています。

（保険金・給付金などが支払われない場合などの、お客さまに不利益と
なる事項も含まれています）

●ご契約のしおり
商品のしくみ・内容、諸手続などの重要な事項を記載しています。

［記載事項の例］
クーリング・オフ（契約申込の撤回など）／健康状態・職業などの告知
義務／契約の解約

●約款 保険契約の内容（とりきめ）を記載しています。

被保険者が受取人である年金などについて、受取人が請求できない所定の特別な事情がある場合、指定代理請求人が受取人の代理人として、年金などを
請求することができます。なお、指定代理請求人は契約者が被保険者の同意を得て、契約の申込時などにあらかじめ指定します。
指定代理請求人を指定された場合には、指定代理請求特約の概要や代理請求できるケースなどを、契約者から指定代理請求人にお伝えください。
※指定代理請求特約の概要や代理請求できるケースなどは、「設計書［契約概要］」「ご契約のしおり」「約款」をご覧ください。

指定代理請求制度のご案内

◎収入リリーフは法人でのお取扱いはできません。
◎団体月払保険料：契約者が所定の加入資格を満たした場合、団体料率が適用され保険料が割安となります。ただし、加入資格を喪失された場合、契約は継続

いただけますが、保険料が引き上げられることがあります。
◎生命保険募集人について

大同生命の担当者（生命保険募集人）は、お客さまと大同生命の保険契約締結の媒介を行う者で、保険契約締結の代理権はありません。
したがって、保険契約は、お客さまからの申込みに対して大同生命が承諾したときに有効に成立します。

◎この商品は、15歳～75歳の方にご加入いただけます。（保険期間などにより異なります。）
◎この資料は、平成30年4月現在の商品内容・税制に基づいて記載しており、将来変更となることがあります。
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。

ご加入特典 大同生命 介護コンシェル
「突然介護が必要になった」「将来の介護にそなえたい」こんな場合どうすればいいのか？
「介護」や「認知症」に関するあらゆる不安やお悩みの解決を、介護のプロがワンストップでサポートします！

サービスの
内容

サービスの
ご利用対象者

ご利用方法 専用窓口にお電話ください。0120-901-369 [平日]9：00～18：00／[土曜]10：00～16：00

収入リリーフ・介護リリーフにご加入の契約者さま・被保険者さまとそのご家族
◎ご家族の範囲は二親等以内（①配偶者、②祖父母・父母、③兄弟姉妹とその配偶者、④子・孫とその配偶者、⑤配偶者の②③）です。

※日祝日・年末年始を除く ※契約者さま・被保険者さまのお名前・生年月日、契約者さま・被保険者さまとのご関係を確認させていただきます。

◎収入リリーフ・介護リリーフ以外の商品のご加入者も上記の一部のサービスをご利用いただけます（ベーシックコース）。
　詳細は専用パンフレットをご覧ください。
◎各商品の正式名称は、収入リリーフ：無配当介護収入保障保険（無解約払戻金型）、介護リリーフ：無配当終身介護保障保険です。
＜ご利用にあたっての留意事項＞
・「大同生命 介護コンシェル」は、大同生命との提携により株式会社インターネットインフィニティーが提供するサービスです。
 ご利用に関して生じた損害について大同生命は責任を負いません。
・本サービスは、予告なく変更・終了する場合がありますので、あらかじめご了承ください。また、大同生命が提供する保険商品の一部を構成するものではありません。

プレミアムコース 収入リリーフ・介護リリーフのご加入者限定コース

無料

認知症
Plus+■ケアマネジャーの紹介

介護生活を総合的にコーディネートする介護の専門職
ケアマネジャーを紹介します。

■認知症対応サービスの提供
認知症の方の介護に対応したヘルパーや、24時間のケアが可能な看護師の
派遣などのサービスを優待価格で提供します。

※上記サービスのほか、「介護についての全般的な相談受付」「介護施設の紹介・見学手配」「認知症予防ツール（予防エクササイズの
動画・脳トレ問題など）」といったサービスをご利用いただけます。

介護情報Webサイト わかる介護Biz 認知症情報Webサイト認知症
Plus+

毎月どのくらい必要なの？

約28万円※1

（遺族基礎年金＋遺族厚生年金）
月額 約14万円※2

1世帯あたりの1ヵ月の消費支出（平均） 公的保障（遺族年金の目安）

※１ 出典：総務省統計局 「平成28年 家計調査年報（家計収支編）」
※２ 妻とお子さま2人（18歳未満）の場合（厚生年金の加入有無やお子さまの人数などにより金額は異なる）

厚生年金の算出条件 平均標準報酬月額：35万円 平成15年3月以前の被保険者期間：120ヵ月
（平成30年4月時点の基準に基づく)　平均標準報酬額 ：40万円 平成15年4月以降の被保険者期間：180ヵ月

「毎月必要な金額」の目安は次のとおりです。

１ヵ月の消費支出
約２8万円

公的保障（月額）
約１４万円

毎月必要な金額

約14万円
ー ＝

ご 加 入 特 典

当商品にご加入いただいたお客さまは介護に
関するさまざまな不安やお悩みの解決をサポート
する無料サービスをご利用いただけます。

ご自身とご家族の

未来を守る。

ご家族の生活を守るためのそなえ

必要な資金の推移に合わせて、効率よくそなえることが重要です！

ご勇退までに必要な資金は、年数の経過に伴い、
４０歳時→５０歳時→６０歳時で下図のように推移します。

【40歳時】
30年間分の
資金が必要

【50歳時】
20年間分の
資金が必要

【60歳時】 【70歳時】

（必要な資金の推移イメージ）

勇退予定

10年間分の
資金が必要

無配当介護収入保障保険（無解約払戻金型）

詳しくは 裏面へ

約５,0００万円※
例えば、40歳社長さまの場合
ご勇退までに必要な資金は

※「毎月必要な金額」が14万円の場合、14万円×12ヵ月×30年＝5,040万円
　消費支出や公的保障（遺族年金など）の月額は、家族構成の変化などに伴いそれぞれ変動しますが、上記は「毎月必要な金額」が一定である

との前提に基づき試算しています。（すべての方に一律にあてはまるものではありません。）

ご勇退までに必要な資金は
どのくらい？

お亡くなりに
なった場合

いつまでそなえが必要なの？

約７０歳

退任時の経営者の年齢

出典： 中小企業白書2013「中小企業の事業承継に
関するアンケート調査（2012年11月）」

大同生命 介護コンシェル

平成30年4月改訂

現在の収入がなくなる退任時までが、
保障を確保すべき期間の目安です。

（平均世帯人数は2.99人）

平成30年4月改訂
T&D保険グループはグループ名称であり、保険会社の名
称ではありません。本保険契約の締結については、大同生
命が引受保険会社となります。 A-29-1444（平成30年2月14日） 帳票番号70509（30.3-100） DNP

大同生命コールセンター
0120-789-501（通話料無料）

引受保険会社

本社 （大阪）〒５５０-０００２ 大阪市西区江戸堀１丁目２番１号
 （東京）〒103-6031 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 　　　https://www.daido-life.co.jp/

お問い合わせ先
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収入
リリーフ

介護
リリーフ

介護
コンシェル

ＳＤＧsへの貢献

ＳＤＧs（持続可能な開発目標）は、持続可能な世界を実現するために、
世界各国が合意して取り組む１７の目標です。

T&D保険グループ ♦ CSR REPORT 2018 ダイジェスト編4



多様化するお客さまニーズに応える商品
Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命では、銀行等の金融機関や来店型の保険ショップを通じて、
多様化するお客さまニーズに応えるため、商品ラインアップを拡充し、タイムリーに
保険商品を提供しています。シニアのお客さまに、ゆとりあるセカンドライフのため
の生活資金の準備や遺族保障等のニーズに応える資産形成型商品を、就労・子育て
世代のお客さまに、ご加入いただきやすい価格の保障性商品をお届けしています。

お客さまサービス向上に 
向けた取組み
Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命では、シニア層のお客さまや障がいのあるお客さま向けの
サービスの更なる向上のため、さまざまな取組みを検討し、推進しています。
2017年9月からは、署名代行（代筆）時に指定可能な親族がいない場合等、親族以
外（ホームヘルパー・施設委員・民生委員など）による署名代行（代筆）の取扱い実施
に加え、自社職員による代筆を可能とする取扱いを開始しました。

持続可能な社会形成に貢献する商品
Ｔ＆Ｄアセットマネジメントは、ＥＳＧ（環境、社会、企業統治）リサーチに
基づいた銘柄選択によりＥＳＧの観点から優れた企業に選別投資する
ことで、中長期的に市場平均を上回る投資リターンの獲得を目指すと
ともに、環境負荷の低減や健全な社会の実現に資する企業への投資
を通じて持続可能な社会形成に貢献する日本株式ＥＳＧリサーチ戦略
を運用しています。
2017年度は、健康社会実現への課題解決に積極的に取り組む企業へ
の投資を通じて社会課題の解決に貢献するとともに、長期的に高い運
用収益の獲得を目指す健康関連社会貢献株式戦略の運用を開始しま
した。

大切な家族のために
ペット&ファミリー少額短期保険は、ペット医療及びその費用への関心がますま
す高まるなか、飼い主さまとペットが安心して治療を受けることができるよう、
ペットが病気やケガにより動物病院で治療を受けた費用の一定割合を補償する
商品「げんきナンバーわん」「げんきナンバーわんスリム」をご提供しています。
また、2017年７月よりホームページにペットライフを充実させるための情報や、
ペットライフの身近な疑問を分かりやすく紹介した特別コンテンツ「Pet News 
Storage」を掲載しています。

Ｔ＆Ｄ
フィナンシャル
生命の取組み

Ｔ＆Ｄアセット
マネジメントの

取組み

ペット&
ファミリー

少額短期保険の
取組み

環境
Environment

社会
Social

企業統治
Governance

一時払
終身保険

一時払
個人年金保険

平準払
収入保障保険
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人権の尊重
基本的な考え方
Ｔ＆Ｄ保険グループは、人権の保護を支持し尊重すること、従業員の人格と多様性を尊重し働きやすい職場づくりを進めるこ
とは、企業の成長と社会の活性化につながる、企業が果たすべき重要な社会的責任と考えています。

重点分野2

成長の機会を提供する取組み
Ｔ＆Ｄ保険グループでは、グループ発足以来、「多様な人材が働きがいを感じながら能力発揮できる企業風土づくり」を推進しています。傘
下会社それぞれが独自の教育研修計画を策定し、従業員の能力の開発・向上に取り組んでいます。

女性の活躍を支援する取組み
女性が従業員の多数を占める当社グループにあって、女性の更なる能力発揮は持続的な企業価値向上の源泉であり、女性活躍はグルー
プの重要な経営課題と認識しています。

太陽生命  大同生命  Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命
生命保険会社3社では、従業員が積極的に自己の能力開発に取り組むことができる機会を提供することで、従業員のキャリア形成
を支援しています。

● 社内公募
自ら希望する職務やＭＢＡの取得、グループ外企業への派遣などにチャレンジする社内公募を実施しています。

● グループ人材交流
各社の持つ優れたノウハウやスキルの共有化を目的にグループ会社間で人材交流を実施しています。

● 各社若手・中堅職員をメンバーとしたワーキンググループ（以下WG）
2011年度にグループ横断の女性活躍施策を企画・提言する「女性活躍ＷＧ」の取組みをスタートし、2016年度からは男女混合メ
ンバーによる「働き方改革ＷＧ」として活動しています。2017年度は「育児とキャリアの両立」をテーマに調査・研究を行い、さまざ
まな育児支援活動の施策を提言。提言施策の一つである「短時間勤務制度の拡充（対象となる子の年齢上限を小学校１年生から小
学校卒業まで引き上げ）」は、2018年度から実際に制度として取り入れ、すでに複数の従業員が活用しています。

女性活躍推進の行動計画と女性管理職登用の目標を開示。女性管理職比率は着実に上がっています。

女性管理職登用に関する目標　女性管理職比率（達成期限）

女性管理職比率の推移（3社合計）
［取組施策］
 ➡計画的な管理職の育成・登用の実施
 ➡キャリア形成・両立支援策の充実
 ➡管理職の意識改革促進

行動計画

意欲・能力ある
女性を計画的に
育成・登用

20%以上
（2021年3月）

女性が安心して働き
能力発揮できる
企業に

15%以上
（2019年4月）

多様な働き方を
推進し新たな
チャレンジを支援

15%以上
（2020年4月）

2013年7%の2倍に

2017年
4月 

14.9%

2018年
4月 

15.8%

2014年
4月 

2015年
4月 

2016年
4月 

14.5%

13.0%

11.7%
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働き方改革、ワーク・ライフ・バランスの取組み
Ｔ＆Ｄ保険グループでは、従業員が家事や育児、介護などの家庭責任を果たしながら仕事で十分に能力を発揮し、パフォーマンスを高める
ために、育児休業などの制度の充実や総労働時間の縮減など、さまざまな取組みを強化しています。

従業員の健康のために
Ｔ＆Ｄ保険グループでは、健康経営の理念のもと、すべての従業員が心身ともに健康で活き活きと働け
る職場の実現を目指しています。
太陽生命と大同生命は、経済産業省が従業員の健康増進に取り組む「健康経営」を普及させることを目
的とし定めた健康経営優良法人認定制度に基づき、「健康経営優良法人〜ホワイト500〜」に2年連続
で認定されました。

太陽生命
総労働時間の縮減や有給休暇の取得促進に取り組んでいます。また、子の看護休暇や介護休暇を半日単位で取得できる制度の整
備、短時間勤務利用者へのフレックスタイム制度の適用など、柔軟な勤務が可能な体制としています。さらに、高齢化の進行とと
もに介護に直面する従業員の増加が見込まれることから、最大3年まで取得できる介護休業など、法令を上回る介護支援制度を
整備しています。

太陽生命
「従業員」「お客さま」「社会」のすべてを元気にする取組み、「太陽の元気プロジェクト」を推進しており、生活習慣病の予防等を目的

に、山形県上山市と「上山型温泉クアオルト（健康保養地）事業」を活用したクアオルト健康ウォーキング、スマート・ライフ・ステイ（宿
泊型特定保健指導）の実施や、社内禁煙運動の取組み等、従業員の健康づくりの推進に向けた各種支援を実施しています。
また、2017年より、がん検診の会社補助を増額し、将来の認知症リスクを診断する「ＭＣＩスクリーニング検査」を健康診断と合わせ
て実施するなど健康経営に取り組んでいます。

大同生命
「チャレンジ19」（１９時を退社時刻の目標としＰＣ自動シャットダウン等を実施）をはじめとする労働時間の縮減に向けた取組みのほ

か、「仕事スリム化運動」など、仕事と家庭が両立できる働き方を推進しています。2017年には「在宅勤務制度」などのテレワーク
への取組みが評価され、総務省「テレワーク先駆者100選」において、総務大臣賞を受賞しました。

大同生命
役職員向けに「KENCO SUPPORT PROGRAM」を導入し、心拍数・歩数など普段の活動状況を測定できるウェアラブル端末の提
供、社内完全禁煙や健康をテーマとした講演会等を通じて、従業員の健康増進並びにヘルスリテラシーの向上に取り組んでいます。
また、従来からの労働時間縮減、疾病予防対策及びメンタルヘルス対策にかかる取組みについても強化し、これらの取組みを「ＤＡ
ＩＤＯ－ココ・カラ（心と身体の略）」と総称し社内展開を図ることにより、健康経営実践企業としての風土を醸成しています。

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命
社内禁煙の実施や社内におけるクラブ活動等でスポーツを行うためにかかる費用を補助し健康増進を図っています。また、疾
病予防として、30歳以上の役職員に対し人間ドックの費用を補助するなど、さまざまな取組みを実施し、健康増進に取り組んで
います。

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命
従業員が働きがいを感じる企業風土の醸成を目的として、ワーク・ライフ・バランスを実現できる職場を目指し、短時間勤務制度の
導入やフレックスタイム制度の利用促進、ノー残業デー・早帰りデーの設定、PC自動シャットダウンなどの所定外労働時間の削減
施策を継続実施しています。
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地球環境の保護
基本的な考え方
T&D保険グループは環境への取組み姿勢を明確に示すため、「T&D保険グループ環境方針※」を制定しています。企業活動
に際して、環境問題の重要性を十分認識し、地球環境の保護に配慮して行動することを基本方針として表明し、役職員への周
知徹底を図るとともに、環境負荷低減のためのさまざまな活動を推進しています。
※「T&D保険グループ環境方針」はhttp://www.td-holdings.co.jp/csr/csr-policy/environment.htmlに掲載しています。

重点分野3

環境負荷低減の取組み
● CO2排出量の削減
T&D保険グループのCO2排出量は、その90%以上が電力使用に
由来しており、電力使用量の目標を設定し、エネルギー使用量の
削減に努めています。

● 節電への取組み
5月から9月までの間、オフィス内の冷房温度を原則28度に設定
する「クールビズ」を、11月から3月までの間は室温を原則20度に
設定する「ウォームビズ」を実施しています。

● ライトダウンキャンペーン
グループ役職員一人ひとりの環境に対する意識を向上する取組み
として、年に2回、執務室などの一斉消灯を呼びかけるキャンペー
ンを実施しています。2017年度は7月と12月に実施しました。
この取組みは、地球温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭
の照明を消していただくよう環境省が呼びかける「CO2削減／ラ
イトダウンキャンペーン」に賛同したものです。

● 業務のペーパーレス化の推進
本社では、取締役会、経営会議等のペーパーレス化を実現するた
め、会議室にＯＡ機器を設置しています。また、ミーティング等も
ペーパーレスで行えるようにするため、モバイルＰＣの配布、無線
LANの配備、ミーティングテーブルへのディスプレイの設置など、
ペーパーレス化の推進に取り組んでいます。

● グリーン調達の取組み
　（環境保護目的の調達に関する費用・件数集計）
主に事務用品など消耗品を対象とするグリーン購入の取組みに加
え、商品パンフレット、ご契約のしおり・約款の印刷や、不動産の
照明・空調等の設備の調達、システム機器・OA機器の調達を対象
に、環境負荷低減に配慮したグリーン調達の基準を定め、基準を
満たすものから優先的に調達する取組みを実施しています。

● グループ共通目標への取組み
グループ各社が協力し、「電力使用量の削減」「事務用紙使用量の
削減」「グリーン購入比率の向上」について、グループとして目標
を設定し、事業活動の中で達成に向けた取組みを進めています。

《電力使用量》
デマンド監視システムによる各ビルのピーク電力の設定や「早帰り
日」を実施。また、離席時のPCの省エネモード設定、退社時のプリ
ンター、複合機の電源オフなどさまざまな取組みを実施し電力使
用量の削減に努めています。

《事務用紙使用量》
ペーパーレス会議の推進、両面印刷や2in1印刷、大量印刷の前
に試し印刷を行い、確認後に印刷することを徹底するなど、事務
用紙使用量の削減に努めています。

《グリーン購入比率》
文房具などを購入する際に、「グリーン購入法適合商品」や「エコ
マーク認定商品」などを優先的に選ぶ「グリーン購入」を推進して
います。グリーン購入基準を定め、基準を満たす物品の優先購入
に努めるほか、事務用品のオンライン発注では、環境対応商品以
外のものを購入する場合には申請を必要とするシステム設定にす
るなどの取組みを進めています。

● 資産運用を通じた取組み
再生可能エネルギー発電事業や、スマートエネルギー都市づくりな
ど、環境負荷低減に役立つ事業等を資金面で支援する投融資の取
組みを進めています。
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森林保全活動
太陽生命
生命保険のパンフレット・約款等、業務上さまざまな紙を使用する生命保険会社として、森林資源の還元と緑化保全を目的に、太陽生命で
は、栃木県那須塩原市と滋賀県高島市に「太陽生命の森

も り
林」を設置し、森林保全活動を進めています。

設置森林名 太陽生命の森
も り

林（栃木県） 太陽生命くつきの森
も り

林（滋賀県）

設置年月 2006年3月 2007年11月

面積 約4.8ha 約12.7ha

CO2吸収量 19t（林野庁評価） 81t（高島市評価）

環境教育・啓発
T&Dホールディングスでは、UNEP（国連環境計画）機関誌の日本語版「Our Planet 
─私たちの地球」を制作している一般社団法人日本UNEP協会の活動に協賛してい
ます。同誌はT&D保険グループ各社のほか、地方の小学校・中学校・高校、公共図
書館などに広く配布され、環境意識啓発に役立てられています。

＜太陽生命の森林＞
「太陽生命の森

も り
林」では、塩那森林管理署ほかの協力を得て、

2017年7月、11月に間伐や散策道整備などの森林整備活
動を実施したほか、5月には公益財団法人日本ダウン症協会
のご家族をお招きして「森林教室」を実施しました（年間延べ
参加者数168名）。

＜太陽生命くつきの森林＞
「太陽生命くつきの森

も り
林」では、現地ＮＰＯ法人麻生里山セン

ターの協力を得て、2017年9月、12月に林道整備やアカマ
ツ林の落ち葉掻きなどの森林整備活動を実施したほか、
2017年12月には地元小学生がどんぐりから広葉樹の苗木
を育て、卒業時に植樹を行う「どんぐりプロジェクト」を実施し
ました（年間延べ参加者数230名）。
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ＳＲＩ・ＥＳＧ評価機関からの評価
T&D保険グループは、ＣＳＲ・ＥＳＧ課題の取組みについて、わかりやすく透明性のある情報開示に努めています。国内外のＳＲＩ／ＥＳＧ
インデックス評価機関から高い評価を受けており、主要なＳＲＩ／ＥＳＧインデックスの構成銘柄に採用されています。
※ＳＲＩ（社会的責任投資）・ＥＳＧ投資とは、企業の環境問題や社会問題への取組み、ガバナンス構築の取組みなど、財務データ以外の観点も含めて評価し、投資先企業を選定する投資手法です。

社外のご評価

MSCI ESG Research logo disclaimer: THE INCLUSION OF T&D Holdings, IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT 
CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF T&D Holdings, Inc. BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE 
MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

国際株式インデックス 国内株式インデックス

2018年10月発行

〒103-6031 東京都中央区日本橋2-7-1　TEL：03-3272-6110（代）
http://www.td-holdings.co.jp/　mail：csr@td-holdings.co.jp

社会活動

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

太陽生命
全国中学生ラグビーフットボール大会への特別協賛
太陽生命は、公益財団法人日本ラグビーフットボール協会（以下、日本協会）が主催する全国中学生
ラグビーフットボール大会（太陽生命カップ）に、2011年度より特別協賛しています。ラグビーの基
本精神である「One for All, All for One」は、生命保険の基本理念である「一人は万人のために、
万人は一人のために」と共通するものです。また、日本協会が掲げる大会目的である「中学生プレー
ヤーをはじめ、関係する中学生が健全な社会を形成する者として必要な資質を得られるよう働きか
けること」に賛同し、日本協会とともに中学生ラグビーフットボール競技の日本国内における振興と
発展、及び青少年の健全な育成に取り組んでいます。

大同生命
障がい者スポーツへの協賛支援　
大同生命は、創業90周年の1992年に開催された第1回「全国知的障害者スポーツ大会（ゆうあいピッ
ク）＊」より、毎年、「全国障害者スポーツ大会」に特別協賛しています。この大会は、「障がいのある選
手が、競技などを通じ、スポーツの楽しさを体験するとともに、国民の障がいに対する理解を深め、障
がい者の社会参加の推進に寄与すること」を目的として開催される国内最大の障がい者スポーツの祭
典です。大会では、参加選手などとの交流の場である「ふれあい広場」に「大同生命ブース」を毎年設
置し、大同生命をはじめ、太陽生命や関連団体などの役職員がボランティアとして活動しています。
また、2015年1月から公益財団法人日本障がい者スポーツ協会、2018年1月から一般社団法人日
本身体障害者アーチェリー連盟のそれぞれオフィシャルパートナーとして、障がい者スポーツのより一層の普及・発展に向けた取組みを
行っています。
＊「全国知的障害者スポーツ大会」は、2001年に「全国身体障害者スポーツ大会」と統合され、「全国障害者スポーツ大会」として開催されるようになりました。

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命
「日本ろう者サッカー協会」とオフィシャルパートナー協定を締結
Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命は、2018年６月１日付で、一般社団法人日本ろう者サッカー協会とオフィシャルパートナー
協定を締結いたしました。今後は、同協会のオフィシャルパートナーとして、ろう者サッカー・フットサル日本代表
の発展や障がい者スポーツの振興を通じた活動など、同協会が行う活動のサポートを通じて、ろう者サッカー・フッ
トサルの発展と普及に貢献していきます。


